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議会広報編集特別委員会

編 集 後 記
次回定例会は

12月4日(水)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ72人、ライブ配信再生回数859回  録画配信再生回数195回(10/17時点)  

編　　   集：(委員長）三宮 美香/（副委員長）豊瀨 和久
 　 （委　員）時松 智弘/田代 元気/大村 裕一郎
発行責任者：(議　長）桐原 則雄

日程　12月4日（水）～13日（金）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

▼１０月にはジュニアリーダー夢議会も開催され、子ど
もたちの具体的で実用的な内容の提案を多数されて
おりました。▼次代を担う子どもたちが議会形式で
様々な質問や意見をされ政治を身近に感じていただ
けたのではないかと思います。▼残すところ今期の議
会だよりの作成も今回合わせて二回となりました。議
会自体はもちろんのこと議会だよりの編集も編集委員
一同全力で取り組んでいきたいと思います。
                                                  （大村　裕一郎）

継続して審議されていくことに期待したい
　今回、大津町のインクルーシブ教育の現状を一保護者として知りたいと思い
傍聴しました。
　議員からは、障がい児を分離する教育について、国連から勧告が出た資料
を提示され、町内の学校での実例や町民の声を受けとめた質問が、町長や教
育長に出されました。
　又、別の議員からも支援学級の子どもが「特別扱い」と思われていないか
等の質問も出され、それらの答弁にあった大津町のインクルーシブ教育が、
共生社会の形成につながるのか、私も考えていきたいと思いました。
　大津町の障がい者基本計画の基本理念についての確認もあり「今後どのよ
うな方法があるかを協議していく。」と答弁されていたので、このことが継続
して審議されていくことに期待しています。

東　絵美さん
（杉水）

ひがし　　え　み

　令和６年１０月３日（木）茨城県鉾田市議会の皆さまが、「議会だより」についての行政視察にお越
しいただきました。
　はじめに大津町議会だよりの概要や企画・構成・特集記事の取り組み等について説明したあと、記

事構成や紙面づくりの注意点などについて活
発な意見交換を行いました。
　今回も貴重なご意見があり、私たちとして
も大変多くの学びがありました。
　こうした学びを生かしながら、より一層、読
みやすく、手に取っていただける「議会だより」
の編集に努めてまいります。

茨城県鉾田市議会から行政視察に
ほ こ　　 た



運動の内容 公費負担　等 内容や準備

選挙公報 選管が発行 選挙管理委員会（選管）に事前提出。

ポスターの掲示 上限あり

ビラの配布 上限あり

選挙カーの使用 上限あり 告示日前に警察による確認あり。名前などの「連呼」しかできない。

選挙運動用はがき 郵便料金不要 800枚まで発送できる。選管で選挙人名簿（住所）の閲覧ができる。

選挙事務所の設置 なし

街頭演説 なし 移動しながらの演説はできない。公共施設・学校・病院等では不可。

個人演説会 公的施設無料 事前に選管に申請。１施設１回無料で利用できる。

新聞広告 なし

インターネット利用 なし
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志は高く､ハードルは低く 第４回  選挙運動ってどうやるの？

　「次回は是非、投票できる選挙を！」少しでも多くの人に ‶その気になってもらう" ため１年間連載
した本コラム。第４回最終回は、立候補の最終段階、「選挙運動ってどうやるの？」です。

［“できること”は限られている］

　選挙運動は、「告示日の立候補届出後」～「投票日前日」までの間に行う
ものです。選挙運動では制限されていることが多く、そのため ‶できること"
は限られています。下の表でその代表的なものを例示します。
　これまでに書いてきたように、選挙運動のやりかたはみんな違います。この
全部が必要ということではありません。また、これらの‶できること"についても、
こと細かにやり方が決められています。しっかりと確認することが大切です。

　インターネットを使った選挙運動もありま
す。図のウェブサイトなどを利用する方法
は、候補者だけでなく、有権者も運動ができ
ます。
　発信者に連絡できるようメールアドレスな
どを記載しておく必要があります。

　準備活動・選挙準備活動には、こと細かな
ルールがあります。しっかりと本※１やネット
等で調べておくことが大切です。
　このコラムが、ひとりでも「その気になる」
後押しになりますように。

［インターネット選挙運動］

まとめ

※１参考になる本は役場４Fの議会図書室にも何冊か
あり閲覧できます。議会事務局にお声がけ下さい。

@
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〇〇に一票を！
こんな政策です。
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選管が設置する９9ヶ所の掲示板に掲示できる。

選管に届出が必要。1ヶ所のみ。

選挙運動期間に２回掲載できる。

1,600枚まで配布できる。選管が発行する証紙シールの貼付が必要。
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議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

本会議動画配信
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会期期間１５日間　
９月４日～９月18日９月定例会議

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

10万円

876万円

70万円

12万円

誰もが住みたくなるまちへ
大津町のこんなことが決まりました

９月定例会の議案等は
　　予算………………… 13件
　　決算…………………  ９件
　　条例について………   ５件
　　人事…………………  １件

　一般会計・国民健康保険等特別会計および公共下水道事業等地方公共企業いずれも健全な財政状
況にある。一般会計では歳入から歳出を差し引いた実質収支は4億5千990万円余りの黒字を確
保し財政の健全性が維持されている。
　歳入歳出の主な状況は、歳入面ではTSMC関連企業等の進出に伴う企業の設備投資や住宅等
の建設による効果として町民税・固定資産税などが前年度比１億５
千万円余の増となり、町税全体として60億円に迫り、歳出面では地
域経済の急激な変化により新たな事業創設として工業団地整備・駅
周辺整備等のほか、社会情勢に対応するための農・商・工振興策な
ど既存の事業に対する支出が顕著となった。
　今後、新規事業に対する予算化も見込まれることから、歳入面で
は新たな財源の確保や民間資金の活用、官民連携の取り組みなどの
検討を行い、歳出面では既存事業に対する影響が生じないような予
算の確保と新たな需要に対する重点事業の選択等と併せて、今後の
町としての投資計画に資する中期の財政計画の策定に取り組んでい
ただきたい。

今村  昭彦
大津町代表監査委員

いまむら　 あきひこ

令和５年度の決算審査結果について
令和５年度にTSMCの進出が町に与えた影響を数字で見る！

予算　一般会計 20,121,211千円
健康保険課 企業振興課

生涯学習課 農業委員会

がん患者QOL向上事業
乳房補整具購入補助 通勤バス実証実験

地域スポーツクラブ活動
重点地域事業

耕作放棄地解消事業
栗植栽予定

新

規

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索
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　　社会教育施設の貸し出しが現在は１時

間単位だが、30分単位で区切ると手続きが

煩雑になるのはなぜか。

　　通勤バスの実証実験について、県内の
バス事業者が年内で全国共通の交通系IC
カードの利用を廃止するようだか、通勤バス
の利用者の利便性が悪くならないか。

問 　　県が推奨しているくまモンの IC カード
や今後導入が予定されているクレジットカー
ドのタッチ決済を推奨し、利用者の減少にな
らないよう周知をしたい。

答

　　今回町道に認定する引水高架橋下の道
路と西鶴踏切から西側に伸びる道路につい
て歩行者優先の安全対策や通学路としての
防犯灯や歩道のカラー化を行わないか。

問 　　大津小学校まで伸びる既存の町道部分も
含め歩道を整備する。引水高架橋下の防犯灯
も新設し、カラー化など路面標示も学校や警
察と協議する。

答

　　自動運転トラクターの導入に関して、最
初は不具合など故障した際は修理に従来よ
りも時間や修理費用がかかると聞くが対応
はどのようになっているのか。

問 　　現時点では不具合などトラブルの報告は
ないが、購入された農家やメーカーから情報
を収集しながらメンテナンスも含めてサポー
ト体制をとっていきたい。

答

　　スマート農業推進の補助金。当初予算
1千万から550万円の増額補正。
申請数の増加とのことだが、補助は町単独財
源で、際限がない支出になるのではないか。

問 　　現在は１経営体につき１年度に１回を限度
としているが、今後は同じような機会は１経営
体１回限りという対応をすべきかと検討してい
る。

答

　　新型コロナワクチン接種は自己負担が
基本だが、一般財源から補助するにあたって
町としてどう考えているのか。また、国との
連携や財源措置はどうなっているのか。

問
　　今年度から自己負担金が発生することで
接種率が低下する可能性がある。
そのため、一般財源を投じて高齢者が接種し
やすい負担金に設定することが必要だと考え
ている。財源の一部は、地方交付税の交付対
象となっている。

答

　　あけぼの団地の駐車場は、以前は棟ご

とに管理していたようだが、なぜ団地全体で

管理するようになったのか経緯を知りたい。

問

問

　　昔は各棟の組合で管理をしていたが、違反
駐車の対応が様々だったことなどから令和3年
に統合管理運営されるようになったと聞いてい
る。
駐車違反が激減したり、駐車場料金も一括で納
入できるなどメリットもあったと聞いている。

答

　　30分単位がいいと言う意見もあったが、
細かくし過ぎると煩雑になるため、８割近くが
１時間単位のままの方が利用しやすいとの意
見であった。

答
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一般会計歳入歳出決算の認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
介護保険特別会計歳入歳出　決算の認定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定



議 員 の 視 点
（本会議での質疑の一部を抜粋して掲載しています）

本会議動画配信

45

会期期間１５日間　
９月４日～９月18日９月定例会議

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

10万円

876万円

70万円

12万円

誰もが住みたくなるまちへ
大津町のこんなことが決まりました

９月定例会の議案等は
　　予算………………… 13件
　　決算…………………  ９件
　　条例について………   ５件
　　人事…………………  １件

　一般会計・国民健康保険等特別会計および公共下水道事業等地方公共企業いずれも健全な財政状
況にある。一般会計では歳入から歳出を差し引いた実質収支は4億5千990万円余りの黒字を確
保し財政の健全性が維持されている。
　歳入歳出の主な状況は、歳入面ではTSMC関連企業等の進出に伴う企業の設備投資や住宅等
の建設による効果として町民税・固定資産税などが前年度比１億５
千万円余の増となり、町税全体として60億円に迫り、歳出面では地
域経済の急激な変化により新たな事業創設として工業団地整備・駅
周辺整備等のほか、社会情勢に対応するための農・商・工振興策な
ど既存の事業に対する支出が顕著となった。
　今後、新規事業に対する予算化も見込まれることから、歳入面で
は新たな財源の確保や民間資金の活用、官民連携の取り組みなどの
検討を行い、歳出面では既存事業に対する影響が生じないような予
算の確保と新たな需要に対する重点事業の選択等と併せて、今後の
町としての投資計画に資する中期の財政計画の策定に取り組んでい
ただきたい。

今村  昭彦
大津町代表監査委員

いまむら　 あきひこ

令和５年度の決算審査結果について
令和５年度にTSMCの進出が町に与えた影響を数字で見る！

予算　一般会計 20,121,211千円
健康保険課 企業振興課

生涯学習課 農業委員会

がん患者QOL向上事業
乳房補整具購入補助 通勤バス実証実験

地域スポーツクラブ活動
重点地域事業

耕作放棄地解消事業
栗植栽予定

新

規

議員の賛否を公開します

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否の分かれた議案のみ掲載しています。
■賛否表　　○は（賛成）　　●は（反対）　　棄は（棄権）　　欠は（欠席）
　その他の議案については議会ホームページをご覧ください。

大津町議会 検 索

永田 和彦議員
なが  た    かず ひこ

佐
藤 

真
二
議
員

さ 

と
う  

し
ん  

じ

山
部 
良
二
議
員

や
ま 

べ    

り
ょ
う
じ

荒
木 

俊
彦
議
員

あ
ら  

き    

と
し
ひ
こ

田
代 

元
気
議
員

た  

し
ろ  

げ
ん  

き

時
松 

智
弘
議
員

と
き
ま
つ  

と
も
ひ
ろ

豊
瀨 

和
久
議
員

と
よ  

せ
　 か
ず
ひ
さ

　　社会教育施設の貸し出しが現在は１時

間単位だが、30分単位で区切ると手続きが

煩雑になるのはなぜか。

　　通勤バスの実証実験について、県内の
バス事業者が年内で全国共通の交通系IC
カードの利用を廃止するようだか、通勤バス
の利用者の利便性が悪くならないか。

問 　　県が推奨しているくまモンの IC カード
や今後導入が予定されているクレジットカー
ドのタッチ決済を推奨し、利用者の減少にな
らないよう周知をしたい。

答

　　今回町道に認定する引水高架橋下の道
路と西鶴踏切から西側に伸びる道路につい
て歩行者優先の安全対策や通学路としての
防犯灯や歩道のカラー化を行わないか。

問 　　大津小学校まで伸びる既存の町道部分も
含め歩道を整備する。引水高架橋下の防犯灯
も新設し、カラー化など路面標示も学校や警
察と協議する。

答

　　自動運転トラクターの導入に関して、最
初は不具合など故障した際は修理に従来よ
りも時間や修理費用がかかると聞くが対応
はどのようになっているのか。

問 　　現時点では不具合などトラブルの報告は
ないが、購入された農家やメーカーから情報
を収集しながらメンテナンスも含めてサポー
ト体制をとっていきたい。

答

　　スマート農業推進の補助金。当初予算
1千万から550万円の増額補正。
申請数の増加とのことだが、補助は町単独財
源で、際限がない支出になるのではないか。

問 　　現在は１経営体につき１年度に１回を限度
としているが、今後は同じような機会は１経営
体１回限りという対応をすべきかと検討してい
る。

答

　　新型コロナワクチン接種は自己負担が
基本だが、一般財源から補助するにあたって
町としてどう考えているのか。また、国との
連携や財源措置はどうなっているのか。

問
　　今年度から自己負担金が発生することで
接種率が低下する可能性がある。
そのため、一般財源を投じて高齢者が接種し
やすい負担金に設定することが必要だと考え
ている。財源の一部は、地方交付税の交付対
象となっている。

答

　　あけぼの団地の駐車場は、以前は棟ご

とに管理していたようだが、なぜ団地全体で

管理するようになったのか経緯を知りたい。

問

問

　　昔は各棟の組合で管理をしていたが、違反
駐車の対応が様々だったことなどから令和3年
に統合管理運営されるようになったと聞いてい
る。
駐車違反が激減したり、駐車場料金も一括で納
入できるなどメリットもあったと聞いている。

答

　　30分単位がいいと言う意見もあったが、
細かくし過ぎると煩雑になるため、８割近くが
１時間単位のままの方が利用しやすいとの意
見であった。

答
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一般会計歳入歳出決算の認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
介護保険特別会計歳入歳出　決算の認定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
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表
　彰

総務
委員会
レポート

QA 　
　
ま
ち
な
か
バ
ス
の
利
用
率

ア
ッ
プ
が
課
題
と
思
う
。

　
利
用
率
が
低
い
バ
ス
停
の
近
く

の
店
舗
や
病
院
な
ど
主
要
施
設
が

わ
か
る
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て

利
用
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
個
別
の
店
舗
名
は
掲
載
し
に

く
い
状
況
で
す
が
、
令
和
５
年
度

実
証
実
験
で
は
主
要
施
設
を
掲
載

し
た
地
図
を
広
報
に
掲
載
し
た
。

　
車
内
で
の
掲
示
も
他
路
線
運
行

が
あ
り
難
し
い
が
周
知
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　   

他
路
線
に
運
行
す
る
な
ら

ば
そ
れ
こ
そ
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。
車
内

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
と
か
店

舗
側
か
ら
広
告
を
得
る
方
法
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
　

QA 　
　
人
口
増
加
等
に
と
も
な
う

今
後
の
税
収
増
に
つ
い
て
の
予

測
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

QA 　
　
利
活
用
が
見
込
め
な
い
町
有

地
の
管
理
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
報
告
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

そ
の
場
所
は
本
当
に
管
理
が
必
要

な
の
か
。

　
無
意
味
な
草
刈
り
や
芝
桜
の
植

栽
整
備
な
ど
税
金
を
食
い
つ
ぶ
し

て
は
い
な
い
か
、
適
切
な
管
理
で

は
な
く
過
剰
管
理
に
な
っ
て
は
い

な
い
か
。

　
　
今
後
予
算
査
定
の
中
で
き
ち

ん
と
整
理
し
精
査
し
て
い
き
た

い
。
適
切
な
管
理
と
活
用
で
き
て

い
な
い
町
有
地
の
公
売
を
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 　
　
大
津
菊
陽
の
地
下
、
熊
本
地

域
の
地
下
水
盆
に
現
在
ど
れ
だ
け

水
が
あ
っ
て
、
使
用
量
の
何
年
分

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
確
た
る

試
算
は
あ
る
の
か
。

　
　
熊
本
地
下
水
財
団
や
県
が
説

明
し
て
い
る
最
新
の
情
報
に
よ
る

と
、
熊
本
地
域
に
は
琵
琶
湖
の
約

３
倍
の
地
下
水
が
貯
留
さ
れ
て
い

る
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち
比
較

的
飲
用
し
や
す
い
帯
水
層
に
は
約

1
0
0
億
㎥
の
地
下
水
が
存
在

し
、
熊
本
地
域
の
年
間
地
下
水
採

取
量
の
約
63
年
分
が
あ
る
と
情
報

を
得
て
い
る
。

人
口
増
加
や
企
業
進
出
で

町
は
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
か

懸
念
の
地
下
水
涵
養
量
は

実
は
充
分
な
の
で
は
な
い
か

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用

町
と
し
て
の
課
題
認
識
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
で

犯
罪
発
生
の
抑
止
効
果
を

利
活
用
が
見
込
め
な
い

町
有
地
の
管
理
費
削
減
を

新
た
な
公
共
交
通
定
着
へ

実
証
実
験
の
乗
車
率
検
証
を

QA 　
　
ご
み
収
集
運
搬
の
委
託
事
業

の
課
題
と
し
て
「
行
政
区
や
組
に

加
入
し
な
い
人
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
に
つ
い
て
方
向
性
を

決
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
る
が

問
題
点
は
何
か
。
　
　

　
　
組
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
で
き
な
い
と

言
わ
れ
た
た
め
、
家
の
前
で
個
別

収
集
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
多
く
の

相
談
が
あ
る
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
の
管
理
は
地

元
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
方

法
は
地
元
と
個
別
に
協
議
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
今
後
こ
う
し
た
問

題
が
増
加
す
る
事
も
踏
ま
え
他
の

自
治
体
の
例
も
参
考
に
情
報
収
集

し
た
い
。
　

　
　
　
　
　

QA 　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
が

増
え
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
申
請
状
況
は
。

　
ま
た
そ
の
要
望
に
応
え
て
補
正

予
算
な
ど
で
増
額
し
設
置
要
望
に

応
え
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
犯
罪
の

抑
止
効
果
に
期
待
し
て
お
り
、
空

き
巣
対
策
や
痴
漢
、
交
通
事
故
の

発
生
状
況
な
ど
考
慮
し
て
設
置
で

き
て
い
る
と
思
う
。

　
令
和
元
年
か
ら
25
団
体
な
ど
に

設
置
で
き
て
お
り
今
年
度
も
15
団

体
か
ら
要
望
が
来
て
い
る
。

　
現
状
で
は
１
団
体
に
つ
き
50
万

円
ま
で
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
年
々
要
望
は
増
加
し
て
い
る

の
で
設
置
団
体
数
を
増
や
す
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。

防犯カメラの有用性に期待

まちなかバスの利便性向上が課題

地下水の正しい情報を知るべき

令和5年予算の成果から　　さらに町民生活の充実と発展を

収集ルール徹底や管理も重要
年間１４０万円もの管理費は妥当か

いかに波及効果を受けていくかが鍵

れ い わ 　   ねん  よ さ ん 　　せ い か 　　　　　　　　　　　　　　    ちょうみんせいかつ　  じゅうじつ　  はってん

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ
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会
活
性
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員
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陽
高
校
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会
総
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委
員
会
レ
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一
般
質
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行
政
視
察
報
告

　
　
財
政
課
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
し
て
お
り
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

関
連
企
業
か
ら
の
固
定
資
産
税

は
、
令
和
３
年
度
課
税
で
５
６
０

万
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
令
和

６
年
度
課
税
で
7
6
0
０
万
に
増

加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
は
納
税
義

務
者
の
増
加
も
あ
る
が
、
１
人
あ

た
り
の
所
得
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
税
収
と
し
て
は
今
後
も
さ
ら

に
増
え
る
と
予
測
し
て
い
る
。

出典：熊本市HP

意
見
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委員会
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QA 　
　
ま
ち
な
か
バ
ス
の
利
用
率

ア
ッ
プ
が
課
題
と
思
う
。

　
利
用
率
が
低
い
バ
ス
停
の
近
く

の
店
舗
や
病
院
な
ど
主
要
施
設
が

わ
か
る
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て

利
用
推
進
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
個
別
の
店
舗
名
は
掲
載
し
に

く
い
状
況
で
す
が
、
令
和
５
年
度

実
証
実
験
で
は
主
要
施
設
を
掲
載

し
た
地
図
を
広
報
に
掲
載
し
た
。

　
車
内
で
の
掲
示
も
他
路
線
運
行

が
あ
り
難
し
い
が
周
知
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　   

他
路
線
に
運
行
す
る
な
ら

ば
そ
れ
こ
そ
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。
車
内

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
と
か
店

舗
側
か
ら
広
告
を
得
る
方
法
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
　

QA 　
　
人
口
増
加
等
に
と
も
な
う

今
後
の
税
収
増
に
つ
い
て
の
予

測
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

QA 　
　
利
活
用
が
見
込
め
な
い
町
有

地
の
管
理
経
費
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
報
告
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

そ
の
場
所
は
本
当
に
管
理
が
必
要

な
の
か
。

　
無
意
味
な
草
刈
り
や
芝
桜
の
植

栽
整
備
な
ど
税
金
を
食
い
つ
ぶ
し

て
は
い
な
い
か
、
適
切
な
管
理
で

は
な
く
過
剰
管
理
に
な
っ
て
は
い

な
い
か
。

　
　
今
後
予
算
査
定
の
中
で
き
ち

ん
と
整
理
し
精
査
し
て
い
き
た

い
。
適
切
な
管
理
と
活
用
で
き
て

い
な
い
町
有
地
の
公
売
を
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 　
　
大
津
菊
陽
の
地
下
、
熊
本
地

域
の
地
下
水
盆
に
現
在
ど
れ
だ
け

水
が
あ
っ
て
、
使
用
量
の
何
年
分

が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
確
た
る

試
算
は
あ
る
の
か
。

　
　
熊
本
地
下
水
財
団
や
県
が
説

明
し
て
い
る
最
新
の
情
報
に
よ
る

と
、
熊
本
地
域
に
は
琵
琶
湖
の
約

３
倍
の
地
下
水
が
貯
留
さ
れ
て
い

る
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
う
ち
比
較

的
飲
用
し
や
す
い
帯
水
層
に
は
約

1
0
0
億
㎥
の
地
下
水
が
存
在

し
、
熊
本
地
域
の
年
間
地
下
水
採

取
量
の
約
63
年
分
が
あ
る
と
情
報

を
得
て
い
る
。

人
口
増
加
や
企
業
進
出
で

町
は
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
か

懸
念
の
地
下
水
涵
養
量
は

実
は
充
分
な
の
で
は
な
い
か

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用

町
と
し
て
の
課
題
認
識
は

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
事
業
で

犯
罪
発
生
の
抑
止
効
果
を

利
活
用
が
見
込
め
な
い

町
有
地
の
管
理
費
削
減
を

新
た
な
公
共
交
通
定
着
へ

実
証
実
験
の
乗
車
率
検
証
を

QA 　
　
ご
み
収
集
運
搬
の
委
託
事
業

の
課
題
と
し
て
「
行
政
区
や
組
に

加
入
し
な
い
人
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
に
つ
い
て
方
向
性
を

決
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
る
が

問
題
点
は
何
か
。
　
　

　
　
組
費
を
払
わ
な
け
れ
ば
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
で
き
な
い
と

言
わ
れ
た
た
め
、
家
の
前
で
個
別

収
集
を
し
て
く
れ
な
い
か
と
多
く
の

相
談
が
あ
る
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
の
管
理
は
地

元
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
利
用
方

法
は
地
元
と
個
別
に
協
議
を
お
願

い
し
て
い
る
が
、
今
後
こ
う
し
た
問

題
が
増
加
す
る
事
も
踏
ま
え
他
の

自
治
体
の
例
も
参
考
に
情
報
収
集

し
た
い
。
　

　
　
　
　
　

QA 　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
が

増
え
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
申
請
状
況
は
。

　
ま
た
そ
の
要
望
に
応
え
て
補
正

予
算
な
ど
で
増
額
し
設
置
要
望
に

応
え
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る
犯
罪
の

抑
止
効
果
に
期
待
し
て
お
り
、
空

き
巣
対
策
や
痴
漢
、
交
通
事
故
の

発
生
状
況
な
ど
考
慮
し
て
設
置
で

き
て
い
る
と
思
う
。

　
令
和
元
年
か
ら
25
団
体
な
ど
に

設
置
で
き
て
お
り
今
年
度
も
15
団

体
か
ら
要
望
が
来
て
い
る
。

　
現
状
で
は
１
団
体
に
つ
き
50
万

円
ま
で
が
補
助
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
年
々
要
望
は
増
加
し
て
い
る

の
で
設
置
団
体
数
を
増
や
す
方
向

で
考
え
て
い
き
た
い
。

防犯カメラの有用性に期待

まちなかバスの利便性向上が課題

地下水の正しい情報を知るべき

令和5年予算の成果から　　さらに町民生活の充実と発展を

収集ルール徹底や管理も重要
年間１４０万円もの管理費は妥当か

いかに波及効果を受けていくかが鍵

れい わ 　   ねん  よ さ ん 　　せ い か 　　　　　　　　　　　　　　    ちょうみんせいかつ　  じゅうじつ　  はってん

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              
一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

　
　
財
政
課
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
作
成
し
て
お
り
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

関
連
企
業
か
ら
の
固
定
資
産
税

は
、
令
和
３
年
度
課
税
で
５
６
０

万
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
令
和

６
年
度
課
税
で
7
6
0
０
万
に
増

加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
人
住
民
税
は
納
税
義

務
者
の
増
加
も
あ
る
が
、
１
人
あ

た
り
の
所
得
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
税
収
と
し
て
は
今
後
も
さ
ら

に
増
え
る
と
予
測
し
て
い
る
。

出典：熊本市HP

意
見
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企
業
と
の
情
報
交
換
で
、
情

報
収
集
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
る
か
。 

 

経済建設
委員会
レポート

QA 　
　
あ
け
ぼ
の
団
地
の
改
修
は
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
あ
け
ぼ
の
団
地
は
、
15
棟
あ

る
う
ち
の
８
棟
が「
大
規
模
改
修
」

の
対
象
で
、
今
年
度
に
全
て
の
改

修
が
終
わ
る
。
残
り
の
７
棟
に
つ

い
て
は
現
在
、
公
営
住
宅
建
替
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
中
で
検
討
を
進
め
る
。

バ
ス
の
実
証
運
行
を
実
施

企
業
誘
致
の
手
応
え
は

創
業
支
援
の
状
況
は

QA 　
　
創
業
支
援
助
成
金
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
昨
年
の
10
件
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
事
業
状
況
の
確
認
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
確
認
が
終

わ
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
好
調
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、
中
に
は
ま
だ

事
業
が
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
集

客
が
安
定
し
な
い
た
め
、
見
込
み

ほ
ど
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　
町
に
３
年
間
は
状
況
報
告
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
使
っ
た
補
助
金

が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
商
工

会
と
連
携
し
な
が
ら
確
認
を
続
け

て
い
き
た
い
。

QA 　
　
大
津
町
は
、市
街
化
調
整
区
域
が
な
い
都
市

計
画
で
あ
る
が
、仮
に
市
街
化
調
整
区
域
を
設
定

す
る
場
合
、発
展
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。用
途
地
域
の
設
定
も
、定
め
方
に
よ

り
調
整
し
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
全
体
を
俯
瞰
し
た
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
空
い
て
い
る
土
地
を
狙
っ
て
企
業
な
ど

が
進
出
し
て
く
る
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
大
津
町
は
様
々
な
場
所
に
色
々
な
も
の
が

乱
立
す
る
状
況
で
、
こ
の
よ
う
な
開
発
な
ど
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
良
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
令
和
６
年
度
よ
り
２
年
間
か

け
て
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定

と「
用
途
地
域
」の
見
直
し
、「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
と
い
っ
た
計
画
を
つ
く
る
こ
と
で
動
い

て
い
る
。
こ
の
用
途
地
域
や
立
地
適
正
化
計
画

で
、
あ
る
程
度
制
限
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
現
状
に
対
応
し
て
い
く
。

QA 　
　
全
国
I
C
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
代
替
の
方
法
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
バ
ス
ラ
ッ
ピ

ン
グ
は
大
津
町
や
ホ
ン
ダ
の
紹
介

な
ど
を
載
せ
る
の
か
。

　
　
現
在
の
バ
ス
運
賃
の
支
払
い

方
法
は
、「
く
ま
モ
ン
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
」「
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」

「
現
金
」
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
中
に
は
、Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ（
ス
イ
カ
）
の
よ
う
な
全
国
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
が

使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
来
年

３
月
ま
で
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
か
ら
い
も
君
や
、
バ
イ
ク
の

ま
ち
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
Ｐ
Ｒ
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
く
。

農
業
振
興
の
在
り
方
は

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
は

町
営
住
宅
の
今
後
は

QA　　
町
内
企
業
や
県
か
ら
情
報
を

受
け
、
関
東
や
関
西
な
ど
に
も
企

業
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度

は
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
と
い
う
半
導

体
関
係
の
分
野
に
精
通
し
て
い
る

業
者
に
事
業
委
託
を
行
い
、
設
備

投
資
の
可
能
性
が
あ
る
企
業
な
ど

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
も
ら

い
、
訪
問
を
行
な
っ
て
き
た
。

　
企
業
立
地
ま
で
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
も
企
業
と
コ

ン
タ
ク
ト
を
と
り
な
が
ら
、
企
業

立
地
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QA 　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
第
２
工
場
建
設

の
公
表
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今

後
も
農
地
が
工
業
用
地
に
代
わ
る

傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

を
念
頭
に
置
い
て
、
農
業
振
興
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
大
規
模
な
畜
産
農
家
や
野
菜

農
家
は
、
所
有
地
の
他
に
借
入
地

も
多
い
が
、
所
有
者
の
意
向
が
企

業
へ
の
売
買
で
あ
れ
ば
、
尊
重
せ

ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。

　
ソ
ニ
ー
の
第
２
工
場
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

も
第
２
工
場
の
他
、
第
３
工
場
の

話
も
あ
り
、
今
後
も
農
地
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。
継
続
的
な
営
農

が
で
き
る
よ
う
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
な
ど
で
農
地
を
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
と

も
に
し
っ
か
り
検
討
を
行
う
。

今後の大津町　 の様相は…

駅前の停留所

あけぼの団地

フェローテックグループの工場（建設中：杉水）

こ ん 　  ご 　 　 　 　  お お 　  づ 　  ま ち 　                よ う   そ う

意
見
　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
で
採
算
性

も
考
え
な
が
ら
、
老
朽
化
し
て
い

る
団
地
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
か
を
入
念
に
考
え
て
ほ
し

い
。

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

大津町商工会（創業セミナー）

 
農地転用の利用状況

2021年度
（R3年度）

2022年度
（R4年度）

2023年度
（R5年度）

2024年度
（R6年度）

（R6.8.10現在）

４条件数
（件） 5 14 22 12

４条面積
（ha） 0.5 1.3 3.4 2.9

5条件数
（件） 67 73 98 33

5条面積
（ha） 13.5 17.0 23.2 9.1

合計件数
（件） 72 87 120 45

合計面積
（ha） 14.0 18.3 26.6 12.0

ふ  

か
ん



89

　
　
企
業
と
の
情
報
交
換
で
、
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報
収
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に
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て
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る
こ
と
は
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か
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け
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の
団
地
の
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は
予

定
ど
お
り
進
ん
で
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か
。

　
　
あ
け
ぼ
の
団
地
は
、
15
棟
あ

る
う
ち
の
８
棟
が「
大
規
模
改
修
」

の
対
象
で
、
今
年
度
に
全
て
の
改

修
が
終
わ
る
。
残
り
の
７
棟
に
つ

い
て
は
現
在
、
公
営
住
宅
建
替
基

本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
中
で
検
討
を
進
め
る
。

バ
ス
の
実
証
運
行
を
実
施

企
業
誘
致
の
手
応
え
は

創
業
支
援
の
状
況
は

QA 　
　
創
業
支
援
助
成
金
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
昨
年
の
10
件
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
事
業
状
況
の
確
認
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
確
認
が
終

わ
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
好
調
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、
中
に
は
ま
だ

事
業
が
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
集

客
が
安
定
し
な
い
た
め
、
見
込
み

ほ
ど
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。

　
町
に
３
年
間
は
状
況
報
告
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
使
っ
た
補
助
金

が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
、
商
工

会
と
連
携
し
な
が
ら
確
認
を
続
け

て
い
き
た
い
。

QA 　
　
大
津
町
は
、市
街
化
調
整
区
域
が
な
い
都
市

計
画
で
あ
る
が
、仮
に
市
街
化
調
整
区
域
を
設
定

す
る
場
合
、発
展
効
果
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。用
途
地
域
の
設
定
も
、定
め
方
に
よ

り
調
整
し
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
全
体
を
俯
瞰
し
た
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
空
い
て
い
る
土
地
を
狙
っ
て
企
業
な
ど

が
進
出
し
て
く
る
状
況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
大
津
町
は
様
々
な
場
所
に
色
々
な
も
の
が

乱
立
す
る
状
況
で
、
こ
の
よ
う
な
開
発
な
ど
は

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
良
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
令
和
６
年
度
よ
り
２
年
間
か

け
て
、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改
定

と「
用
途
地
域
」の
見
直
し
、「
立
地
適
正
化
計
画
」

の
策
定
と
い
っ
た
計
画
を
つ
く
る
こ
と
で
動
い

て
い
る
。
こ
の
用
途
地
域
や
立
地
適
正
化
計
画

で
、
あ
る
程
度
制
限
を
加
え
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
現
状
に
対
応
し
て
い
く
。

QA 　
　
全
国
I
C
カ
ー
ド
が
廃
止
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
代
替
の
方
法
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
バ
ス
ラ
ッ
ピ

ン
グ
は
大
津
町
や
ホ
ン
ダ
の
紹
介

な
ど
を
載
せ
る
の
か
。

　
　
現
在
の
バ
ス
運
賃
の
支
払
い

方
法
は
、「
く
ま
モ
ン
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
」「
全
国
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」

「
現
金
」
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
中
に
は
、Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ（
ス
イ
カ
）
の
よ
う
な
全
国
交

通
系
I
C
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
が

使
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
来
年

３
月
ま
で
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　
バ
ス
ラ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
か
ら
い
も
君
や
、
バ
イ
ク
の

ま
ち
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
Ｐ
Ｒ
で

き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
く
。

農
業
振
興
の
在
り
方
は

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
は

町
営
住
宅
の
今
後
は

QA　　
町
内
企
業
や
県
か
ら
情
報
を

受
け
、
関
東
や
関
西
な
ど
に
も
企

業
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度

は
産
業
タ
イ
ム
ズ
社
と
い
う
半
導

体
関
係
の
分
野
に
精
通
し
て
い
る

業
者
に
事
業
委
託
を
行
い
、
設
備

投
資
の
可
能
性
が
あ
る
企
業
な
ど

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
も
ら

い
、
訪
問
を
行
な
っ
て
き
た
。

　
企
業
立
地
ま
で
に
は
つ
な
が
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
も
企
業
と
コ

ン
タ
ク
ト
を
と
り
な
が
ら
、
企
業

立
地
に
つ
な
げ
て
い
く
。

QA 　
　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
第
２
工
場
建
設

の
公
表
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
今

後
も
農
地
が
工
業
用
地
に
代
わ
る

傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

を
念
頭
に
置
い
て
、
農
業
振
興
の

在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
大
規
模
な
畜
産
農
家
や
野
菜

農
家
は
、
所
有
地
の
他
に
借
入
地

も
多
い
が
、
所
有
者
の
意
向
が
企

業
へ
の
売
買
で
あ
れ
ば
、
尊
重
せ

ざ
る
を
得
な
い
面
も
あ
る
。

　
ソ
ニ
ー
の
第
２
工
場
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

も
第
２
工
場
の
他
、
第
３
工
場
の

話
も
あ
り
、
今
後
も
農
地
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。
継
続
的
な
営
農

が
で
き
る
よ
う
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
な
ど
で
農
地
を
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
農
業
委
員
会
と
と

も
に
し
っ
か
り
検
討
を
行
う
。

今後の大津町　 の様相は…

駅前の停留所

あけぼの団地

フェローテックグループの工場（建設中：杉水）

こ ん 　  ご 　 　 　 　  お お 　  づ 　  ま ち 　                よ う   そ う

意
見
　
　
　
限
ら
れ
た
財
源
で
採
算
性

も
考
え
な
が
ら
、
老
朽
化
し
て
い

る
団
地
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
か
を
入
念
に
考
え
て
ほ
し

い
。

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              
一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

大津町商工会（創業セミナー）

 
農地転用の利用状況

2021年度
（R3年度）

2022年度
（R4年度）

2023年度
（R5年度）

2024年度
（R6年度）

（R6.8.10現在）

４条件数
（件） 5 14 22 12

４条面積
（ha） 0.5 1.3 3.4 2.9

5条件数
（件） 67 73 98 33

5条面積
（ha） 13.5 17.0 23.2 9.1

合計件数
（件） 72 87 120 45

合計面積
（ha） 14.0 18.3 26.6 12.0

ふ  

か
ん



　
　
行
政
監
査
で
指
摘
さ
れ
た
事

項
に
つ
い
て
、
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
に
移
行
し
一
年

半
が
経
過
し
て
い
る
。

　
指
摘
さ
れ
た
指
定
管
理
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
意
見
交
換
や
協
議

の
場
を
設
け
、
よ
り
良
い
関
係
を

築
き
、
利
用
者
の
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

1011

　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
実
証
事
業
で

熊
本
県
が
手
を
挙
げ
、
大
津
町
が

採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

体
験
の
機
会
の
提
供
、
指
導
者
不

足
を
補
う
た
め
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

系
の
大
学
生
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト

を
含
む
人
材
な
ど
の
活
用
、
初
心

者
を
対
象
と
し
た
技
術
指
導
の
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
の
３
つ
の

項
目
に
取
組
み
、
本
町
に
不
足
し

て
い
る
部
分
の
課
題
解
決
に
向

け
、
進
め
て
い
き
た
い
。

文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　
今
回
の
事
業
は
、
大
津
町
か

ら
手
を
挙
げ
た
の
か
。

　
ま
た
、
文
化
部
に
つ
い
て
は
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
今
回
、県
か
ら
案
内
が
あ
り

町
が
手
を
挙
げ
て
採
択
さ
れ
た
。

　
ま
た
、今
回
の
実
証
事
業
は
ス

ポ
ー
ツ
庁
主
催
で
あ
り
文
化
部
は

該
当
し
な
い
が
、文
化
庁
に
も
実
証

事
業
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
特
に
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
指
導

者
が
不
足
し
て
お
り
、文
化
部
に
つ

い
て
も
基
礎
的
な
部
分
を
補
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
　
町
が
手
を
挙
げ
て
事
業
を

行
う
以
上
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
な
る
成
果
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

QA 　
　
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、

過
剰
受
診
を
抑
制
す
る
取
り
組
み

は
。

　
ま
た
、
一
定
の
自
己
負
担
を
と

る
こ
と
で
抑
制
で
き
る
の
で
は
。

　
　
過
剰
受
診
抑
制
に
つ
い
て

は
、
広
報
な
ど
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
な
ど
適
正
受
診
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
定
の
自
己
負
担
を
と

る
こ
と
で
過
剰
受
診
が
抑
制
で
き

る
と
い
う
議
論
も
あ
っ
た
が
、
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
考
慮
し

自
己
負
担
な
し
と
し
て
い
る
。

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
は

過
剰
受
診
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

指
定
管
理
に
つ
い
て

下
校
時
の
安
全
確
保
を

部
活
動
地
域
移
行
の
取
り
組
み

QA　
　
　
町
と
指
定
管
理
者
の
連
携

の
中
で
取
組
が
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
。

QA 　
　
今
回
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

QA 　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
効
果
や
必
要
性
は
。

　
ま
た
、
接
種
費
用
に
つ
い
て
、

交
付
税
措
置
と
の
説
明
だ
っ
た

が
、
ど
の
程
度
な
の
か
。

　
　 

高
齢
者
に
お
い
て
高
い
費
用

対
効
果
が
あ
り
、
重
症
化
予
防
を

目
的
と
し
、
定
期
接
種
と
し
て
実

施
す
る
。
　

　
接
種
費
用
に
つい
て
は
助
成
金
の

8
3
0
0
円
を
除
い
た
7
0
0
0

円
の
３
割
程
度
が
交
付
税
措
置
と

な
っ
てい
る
。

QA 　
　
護
川
小
学
校
に
建
設
中
の
学

童
施
設
は
校
庭
脇
に
設
置
さ
れ
る

が
、
高
学
年
の
下
校
と
学
童
の
迎

え
の
時
間
が
重
な
る
。

　
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
駐
車
場
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
工
程
会
議
の
中
で
、
学

校
や
学
童
施
設
と
協
議
し
、
安
全

確
保
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

意
見

意
見

町民が安心できる     施策の推進を
ちょうみん　      あん  しん　                            せ    さく         すい   しん

大津中・北中の合同チーム

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

護川小に建設中の学童施設



　
　
行
政
監
査
で
指
摘
さ
れ
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事

項
に
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て
、
町
は
ど
う
考
え
て
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る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
に
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し
一
年
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が
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い
る
。

　
指
摘
さ
れ
た
指
定
管
理
者
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の
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不
足
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、
よ
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を
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、
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用
者
の
迷
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よ
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心
掛
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い
る
。
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文教厚生
委員会
レポート

QA 　
　
今
回
の
事
業
は
、
大
津
町
か

ら
手
を
挙
げ
た
の
か
。

　
ま
た
、
文
化
部
に
つ
い
て
は
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
今
回
、県
か
ら
案
内
が
あ
り

町
が
手
を
挙
げ
て
採
択
さ
れ
た
。

　
ま
た
、今
回
の
実
証
事
業
は
ス

ポ
ー
ツ
庁
主
催
で
あ
り
文
化
部
は

該
当
し
な
い
が
、文
化
庁
に
も
実
証

事
業
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

　
特
に
吹
奏
楽
部
に
お
い
て
指
導

者
が
不
足
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て
お
り
、文
化
部
に
つ

い
て
も
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礎
的
な
部
分
を
補
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て
い

き
た
い
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町
が
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を
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て
事
業
を

行
う
以
上
、
子
ど
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ち
の
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め

に
な
る
成
果
を
上
げ
て
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い
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QA 　
　
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、

過
剰
受
診
を
抑
制
す
る
取
り
組
み

は
。

　
ま
た
、
一
定
の
自
己
負
担
を
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る
こ
と
で
抑
制
で
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る
の
で
は
。
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剰
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い
て

は
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医
薬
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ど
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。

　
ま
た
、
一
定
の
自
己
負
担
を
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る
こ
と
で
過
剰
受
診
が
抑
制
で
き

る
と
い
う
議
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も
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た
が
、
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育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
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慮
し

自
己
負
担
な
し
と
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い
る
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ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
は

過
剰
受
診
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
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定
管
理
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い
て

下
校
時
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全
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保
を

部
活
動
地
域
移
行
の
取
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QA　
　
　
町
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指
定
管
理
者
の
連
携

の
中
で
取
組
が
十
分
発
揮
で
き
る

よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
。

QA 　
　
今
回
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

QA 　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
効
果
や
必
要
性
は
。

　
ま
た
、
接
種
費
用
に
つ
い
て
、

交
付
税
措
置
と
の
説
明
だ
っ
た

が
、
ど
の
程
度
な
の
か
。

　
　 

高
齢
者
に
お
い
て
高
い
費
用

対
効
果
が
あ
り
、
重
症
化
予
防
を

目
的
と
し
、
定
期
接
種
と
し
て
実

施
す
る
。
　

　
接
種
費
用
に
つい
て
は
助
成
金
の

8
3
0
0
円
を
除
い
た
7
0
0
0

円
の
３
割
程
度
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交
付
税
措
置
と

な
っ
てい
る
。

QA 　
　
護
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学
校
に
建
設
中
の
学
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庭
脇
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れ
る

が
、
高
学
年
の
下
校
と
学
童
の
迎

え
の
時
間
が
重
な
る
。
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に
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い
て
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考
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の
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。
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校
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く
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な
っ
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。
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、
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学
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施
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つ
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。
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見
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への質疑 討論 採決議会の流れ
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Q

A

Q

A

Q

A

インクルーシブ教育の実現へ
柔軟で包摂的な教育環境を構築していく

豊瀨　和久議員

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

と
は
、
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
が

共
に
学
び
、
体
験
し
、
相
互

理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
が
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
特

別
支
援
教
育
か
普
通
教
育
か

を
選
ぶ
際
に
、
普
通
教
育
を

選
択
し
づ
ら
い
雰
囲
気
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
１
日
も
早
く
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
希
望
す
る
教
育
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

り
、
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
多
様
な
選
択
肢
を

示
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　就
学
前
か
ら
義
務
教
育

を
終
え
て
、
地
域
や
社
会
に

つ
な
が
る
長
い
ス
パ
ン
の
中

で
、 

同
じ
場
で
共
に
学
ぶ
こ

と
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
時
点
で
何
が
子
ど
も
た

ち
の
今
と
未
来
に
と
っ
て
最

良
な
の
か
を
子
ど
も
、学
校
、

保
護
者
、
関
係
機
関
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
柔
軟
で
包
摂
的
な

教
育
環
境
を
構
築
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
実
現
に
向
け
て
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。（
町
長
）

とよせ　　かずひさ

Q

A

　
　空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に

つ
い
て
県
が
現
在
、
ル
ー
ト

検
討
や
調
査
な
ど
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
末
、
現
時
点

で
よ
り
も
詳
細
な
ル
ー
ト
が

示
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　中
間
駅
構
想
は
、
こ
の
空

港
ア
ク
セ
ス
線
上
に
整
備
さ

れ
る
信
号
所
を
活
用
し
て
駅

を
設
置
し
、
周
辺
エ
リ
ア
の

開
発
を
行
い
、
定
住
促
進
や

商
業
の
充
実
に
よ
る
暮
ら
し

や
す
さ
の
向
上
、
経
済
活
性

化
等
を
目
指
す
も
の
だ
。

　実
現
に
向
け
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定
し

周
辺
道
路
開
発
も
含
め
解
像

度
を
上
げ
て
い
く
。
場
所
に

つ
い
て
も
現
状
、
白
川
以
北

を
想
定
し
て
い
る
。（
町
長
）

Q

A

　
　
大
津
南
小
学
校
で
の
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、
熊

本
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
に
連

動
し
た
都
市
計
画
に
期
待
を

寄
せ
る
意
見
が
出
て
い
た
。

　
町
長
や
経
済
建
設
委
員
会

が
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
を

視
察
し
た
の
は
こ
の
地
域
に

学
び
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
い
よ
い
よ
環
境
調
査
が
始

ま
る
。
鉄
道
概
略
設
計
等
の

調
査
測
量
、
都
市
計
画
決
定

な
ど
を
行
い
、
前
知
事
も
具

体
的
な
答
弁
を
行
っ
た
。

　
年
初
の
新
聞
報
道
か
ら
９

カ
月
、
中
間
駅
の
構
想
に
つ

い
て
明
言
し
、
駅
周
辺
開
発

や
道
路
整
備
に
つ
い
て
ど
う

進
め
る
の
か
今
、
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

空港アクセス線「中間駅」開発の具体案は
県計画を踏まえ解像度を上げ白川以北を想定

時松　智弘議員
ときまつ　ともひろ

県、町、議会が注目する仙台空港アクセス線開発
（townphoto.net提供）

その他の質問
・陸上競技の練習環境充実のため、大津町運
動公園競技場にウレタンチップ舗装レーンを
整備できないか
・地方たばこ税を活用した分煙環境整備の進
捗状況について

町政を問う　　9月定例会
一 般 質 問
一般質問に16人中11人が登壇

町のさまざまな問題・課題について、議員が町に考えを問うのが一般質問です。議員は政策提言も
含め、質問することができます。ここでは、質問した議員ごとに一項目を要約してお知らせします。
一般質問のライブ・録画配信は行っています。
※一般質問の記事に関しましては、各自が編集したものを掲載しています。

　
　ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に

つ
い
て
は
、
前
回
の
質
問
後
、

内
部
で
の
検
討
や
企
業
へ
の

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行

い
、
企
業
側
の
意
向
や
手
法
、

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含

め
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　引
き
続
き
調
査
検
討
を
進

め
、
来
年
度
中
に
は
募
集
及

び
取
り
組
み
を
開
始
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
指
定
ゴ
ミ
袋
へ
の

広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、

予
想
さ
れ
る
企
業
か
ら
肯
定

的
な
回
答
を
頂
い
て
い
る
た

め
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、

来
年
６
月
に
は
広
告
入
り
ゴ

ミ
袋
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。　宿

泊
税
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
中
に
外
部
検
討
委
員
会

の
設
置
条
例
の
上
程
を
考
え

て
い
る
。
　
　
　
　
　（町
長
）

A

Q

A

Q

A

　
　
新
た
な
財
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確
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の
取

り
組
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つ
い
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以
前
の
質
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前
向
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進
め
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と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
ネ
ー
ミ
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ラ
イ
ツ
に
つ

い
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は
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の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
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に
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い
て
、町
と
ゆ
か

り
の
あ
る
方
が
大
活
躍
さ

れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
お
お

づ
」を
大
き
く
P
R
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
し
か
し
、町
有
施
設
の
多

く
が
老
朽
化
や
劣
化
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、改
修
の
費
用

も
か
かっ
て
く
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、早
期
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
、よ
り

町
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

　
ま
た
、指
定
ゴ
ミ
袋
へ
の

広
告
の
掲
載
と
宿
泊
税
の
導

入
に
つ
い
て
も
早
期
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

多くの町民に愛される施設を 　
早期の実現を目指したい　 

田代　元気議員

Q

A

た しろ　　げんき

スポーツの森おおづ

その他の質問
・工業団地整備について
・町長の選挙公約について

    

Q

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
その他の質問

・公共施設へのフリーWi-Fi 環境の整備について
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審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決
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ゴ
ミ
袋
へ
の

広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、

予
想
さ
れ
る
企
業
か
ら
肯
定

的
な
回
答
を
頂
い
て
い
る
た

め
、
事
業
者
と
協
議
を
重
ね
、

来
年
６
月
に
は
広
告
入
り
ゴ

ミ
袋
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。　宿

泊
税
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
中
に
外
部
検
討
委
員
会

の
設
置
条
例
の
上
程
を
考
え

て
い
る
。
　
　
　
　
　（町
長
）

A

Q

A

Q

A

　
　
新
た
な
財
源
確
保
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
以
前
の
質

問
で
は
　
前
向
き
に
進
め
る

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ

い
て
は
、先
の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、町
と
ゆ
か

り
の
あ
る
方
が
大
活
躍
さ

れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
町
お
お

づ
」を
大
き
く
P
R
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
し
か
し
、町
有
施
設
の
多

く
が
老
朽
化
や
劣
化
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、改
修
の
費
用

も
か
かっ
て
く
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、早
期
に
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
、よ
り

町
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。

　
ま
た
、指
定
ゴ
ミ
袋
へ
の

広
告
の
掲
載
と
宿
泊
税
の
導

入
に
つ
い
て
も
早
期
に
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
。

多くの町民に愛される施設を 　
早期の実現を目指したい　 

田代　元気議員

Q

A

た しろ　　げんき

スポーツの森おおづ

その他の質問
・工業団地整備について
・町長の選挙公約について

    

Q

録画配信は顔写真横の二次元バーコードからご覧になれます。
その他の質問

・公共施設へのフリーWi-Fi 環境の整備について
・町営あけぼの団地の自治会問題について
・町民ニーズに応じた公共交通の見直しについて
・水道未普及地域の解消について
・軟骨伝導イヤホンの窓口設置について

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              
一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

ほ
う
せ
つ

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決



　
　
中
間
駅
の
整
備
と
一
体

的
に
行
う
と
い
う
周
辺
開
発

に
つ
い
て
実
現
性
を
危
惧
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
県
や
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
ど

う
進
ん
で
い
る
の
か
、
県
は

中
間
駅
や
、
周
辺
開
発
に
ど

の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く
の

か
。
民
間
事
業
者
の
参
入
が

本
当
に
見
込
め
る
の
か
。

　
優
良
農
地
の
維
持
や
職
員

の
過
度
の
業
務
負
荷
と
い
っ

た
マ
イ
ナ
ス
面
に
ど
う
対
応

す
る
か
。
　

　
　町
の
東
部
地
域
や
南
部

地
域
、
ひ
い
て
は
町
全
体
の

活
性
化
を
含
め
、
新
駅
設
置

と
新
た
な
商
業
や
住
宅
地
の

整
備
は
、
現
時
点
で
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　

　県
や
Ｊ
Ｒ
と
の
意
見
交
換

や
民
間
へ
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
き
た
中
で
は
、
十
分

に
実
現
可
能
性
が
あ
る
と
と

も
に
、
多
く
の
住
民
の
御
期

待
に
も
こ
た
え
ら
れ
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。
知
事
か

ら
、
大
津
町
の
計
画
に
は
前

向
き
と
と
れ
る
発
言
も
あ
っ

た
。　農

地
に
つ
い
て
も
、
こ
の

周
辺
の
皆
様
へ
の
説
明
は
で

き
て
い
な
い
が
、
大
規
模
な

関
係
者
に
は
聞
き
取
り
な
ど

も
進
め
て
い
る
。

　（町
長
）
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Q

A

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

Q

A

　
　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ（jasm

）
第

一
工
場
が
年
内
に
操
業
を
始

め
１
日
当
り
８
５
０
０
㎥
の

地
下
水
採
取
が
始
ま
る
。

　県
条
例
で
地
下
水
を
採
取

す
る
企
業
は
、
採
取
量
に
見

合
う
量
の
地
下
水
涵
養
に
取

り
組
む
義
務
が
あ
る
。

　地
下
水
の
利
用
量
に
対
す

る
企
業
へ
の
負
担
金
は
町
で

は
難
し
く
、
田
ん
ぼ
の
水
張

り
、
食
用
米
の
作
付
け
拡
大

協
力
金
、
コ
メ
の
価
格
上
乗

せ
買
取
り
な
ど
で
企
業
か
ら

の
協
力
が
広
がっ
て
い
る
。

　一定
規
模
以
上
の
地
下
水

採
取
企
業
は
、
県
の
許
可
・

届
出
が
必
要
で
あ
り
、
県
は

市
町
村
ご
と
、
利
用
目
的
ご

と
に
年
間
水
量
を
公
表
し
て

い
る
が
、
企
業
ご
と
の
地
下

水
採
取
量
は
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
。
　
　
　
　
　（町
長
）

その他の質問

地下水はタダではない 大量取水企業は社会的責任で応分の負担を
町独自で負担を求めるのは難しいが、地下水かん養への協力を求めていく

A

　
　
熊
本
市
と
１１
市
町
村
の

百
万
人
の
水
道
水
源
は
、

百
％
地
下
水
で
あ
る
。県
条

例
で
は「
地
下
水
は
公
の
水
・

県
民
の
財
産
」と
規
定
。

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
半
導
体
工
場
で

は
、途
方
も
な
い
量
の
地
下

水
を
汲
み
上
げ
利
用
す
る
。

他
の
地
下
水
取
水
企
業
も
大

量
の
地
下
水
を
事
実
上
タ
ダ

で
汲
み
上
げ
て
い
る
。

　
町
民
・
県
民
は
、地
下
水
に

よ
る
水
道
料
金
を
、大
津
・
菊

陽
町
民
だ
け
で
も
１2
億
円
支

払
っ
て
い
る
。

　
地
下
水
を
大
量
利
用
す
る

企
業
に
社
会
的
責
任
と
し

て
、応
分
の
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　「
公
の
水
・
命
の
水
」地
下

水
を
大
量
に
取
水
す
る
企
業

名
と
使
用
量
の
情
報
公
開
が

求
め
ら
れ
る
。

荒木　俊彦議員
あらき　　としひこ

Q

A

・使われていない同和対策事業用地を整理して
活用を
・あけぼの団地の来客用駐車場は直ちに整備を

Q

　
　山
林
を
住
み
か
と
し
て

い
た
野
生
鳥
獣
が
人
の
生
活

圏
内
に
出
没
し
て
き
て
お

り
、
そ
の
件
数
は
年
々
増
加

し
て
き
た
。

　２
０
２
４
度
は
４
７
８
頭

を
捕
獲
し
た
。
５
年
前
の

5
・
5
倍
に
増
え
た
。

　人
命
に
関
わ
る
危
険
性
等

を
警
察
と
協
議
、
連
携
し
て

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
は
あ

る
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

　

 

Q

A

　
　
今
年
は
猪
等
の
鳥
獣
被

害
が
ひ
ど
い
の
で
、
か
ら
い

も
農
家
や
畜
産
農
家
、
稲
作

農
家
か
ら
駆
除
依
頼
が
あ
る

が
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
総

会
が
成
立
し
て
お
ら
ず
捕
獲

隊
の
活
動
が
縮
小
し
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
や
、
工
場
の

新
設
で
猪
や
鹿
の
住
み
か
が

な
く
な
り
餌
を
求
め
て
町
中

心
部
で
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
町
民
に
被
害
が
及
ぶ
か
も

し
れ
な
い
。

　
街
中
で
の
麻
酔
銃
の
使
用

を
警
察
と
協
議
で
き
な
い

か
。

鳥獣被害が町民に及ぶ前に対策を　　　　　　　　　
町中心部に猿や鹿の目撃情報が多い

Q

A

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

その他の質問
・不登校等の問題の対応策について
・ＴＳＭＣ以後の農地転用面積は何ヘクタールか

楽善防災倉庫

認
を
行
っ
て
い
る
。
町
の
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
避
難
所

に
お
い
て
各
地
区
の
方
々
が

協
力
し
て
避
難
所
運
営
が
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　備
品
の
点
検
状
況
と
維

持
管
理
整
備
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
に
町
が
防
災
備
品

を
配
備
し
て
い
る
の
で
年
度

初
め
に
校
長
会
で
説
明
し
て

点
検
に
つ
い
て
は
夏
休
み
を

活
用
し
て
行
っ
て
い
る
。
町

の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
町
の
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
備
品
数
量
な
ど
の
見
直

し
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）   

　
　
災
害
発
生
時
は
各
避
難

所
の
安
全
を
確
認
後
23
ケ
所

の
避
難
所
の
管
理
運
営
が
開

設
さ
れ
る
が
各
避
難
所
の
備

え
は
万
全
か
。
ま
た
、
避
難

所
の
体
制
と
運
営
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
避
難
所

の
備
品
の
点
検
状
況
と
防
災

倉
庫
の
点
検
整
備
は
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。
大
津
町
防
災

訓
練
は
今
後
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

　
　

避
難
所
に
つ
い
て
は
、

一
般
避
難
所
23
ケ
所
福
祉
避

難
所
９
ケ
所
あ
り
開
設
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運
営
す

る
。
一
方
防
災
関
係
備
蓄
品

に
つ
い
て
は
年
一
回
点
検
確

Q

A

A

避難所の備えは万全か
災害時は地域防災計画に基づき対応

大塚　益雄議員

Q

A

おおつか　 ますお

その他の質問
・通学路における安全確保について

Q

A

中間駅周辺開発の実現性を危惧
充分に実現可能、県も前向き

佐藤　真二議員

Q

A

さとう　　しんじ

その他の質問
・町のすがたの変化
・不登校対応施設の情報提供
・保護司の活動場所の提供

周辺開発が見込まれるエリア（佐藤推定）

内牧区畑地区のイノシシの被害
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事
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と
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部
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町
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の

活
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め
、
新
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と
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商
業
や
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地
の

整
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は
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現
時
点
で
は
必
要

不
可
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い
る
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や
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の
意
見
交
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や
民
間
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の
聞
き
取
り
を

行
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た
中
で
は
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十
分

に
実
現
可
能
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が
あ
る
と
と
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に
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多
く
の
住
民
の
御
期
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に
も
こ
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え
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れ
る
も
の

だ
と
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知
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ら
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大
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画
に
は
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地
に
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て
も
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こ
の
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は
で
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が
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大
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に
は
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る
。
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長
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第

一
工
場
が
年
内
に
操
業
を
始

め
１
日
当
り
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５
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の
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下
水
採
取
が
始
ま
る
。

　県
条
例
で
地
下
水
を
採
取

す
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企
業
は
、
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取
量
に
見
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う
量
の
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に
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人
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道
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地
下
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で
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条
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で
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下
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の
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民
の
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定
。

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
半
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場
で

は
、途
方
も
な
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量
の
地
下
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す
る
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取
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も
大

量
の
地
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を
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実
上
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る
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に
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金
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・
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で
も
１2
億
円
支

払
っ
て
い
る
。

　
地
下
水
を
大
量
利
用
す
る

企
業
に
社
会
的
責
任
と
し

て
、応
分
の
負
担
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　「
公
の
水
・
命
の
水
」地
下

水
を
大
量
に
取
水
す
る
企
業

名
と
使
用
量
の
情
報
公
開
が

求
め
ら
れ
る
。

荒木　俊彦議員
あらき　　としひこ

Q

A

・使われていない同和対策事業用地を整理して
活用を
・あけぼの団地の来客用駐車場は直ちに整備を

Q

　
　山
林
を
住
み
か
と
し
て

い
た
野
生
鳥
獣
が
人
の
生
活

圏
内
に
出
没
し
て
き
て
お

り
、
そ
の
件
数
は
年
々
増
加

し
て
き
た
。

　２
０
２
４
度
は
４
７
８
頭

を
捕
獲
し
た
。
５
年
前
の

5
・
5
倍
に
増
え
た
。

　人
命
に
関
わ
る
危
険
性
等

を
警
察
と
協
議
、
連
携
し
て

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
は
あ

る
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

　

 

Q

A

　
　
今
年
は
猪
等
の
鳥
獣
被

害
が
ひ
ど
い
の
で
、
か
ら
い

も
農
家
や
畜
産
農
家
、
稲
作

農
家
か
ら
駆
除
依
頼
が
あ
る

が
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
の
総

会
が
成
立
し
て
お
ら
ず
捕
獲

隊
の
活
動
が
縮
小
し
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
や
、
工
場
の

新
設
で
猪
や
鹿
の
住
み
か
が

な
く
な
り
餌
を
求
め
て
町
中

心
部
で
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
町
民
に
被
害
が
及
ぶ
か
も

し
れ
な
い
。

　
街
中
で
の
麻
酔
銃
の
使
用

を
警
察
と
協
議
で
き
な
い

か
。

鳥獣被害が町民に及ぶ前に対策を　　　　　　　　　
町中心部に猿や鹿の目撃情報が多い

Q

A

山本　富二夫議員
やまもと　　ふ  じ   お

その他の質問
・不登校等の問題の対応策について
・ＴＳＭＣ以後の農地転用面積は何ヘクタールか

楽善防災倉庫

認
を
行
っ
て
い
る
。
町
の
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
避
難
所

に
お
い
て
各
地
区
の
方
々
が

協
力
し
て
避
難
所
運
営
が
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　備
品
の
点
検
状
況
と
維

持
管
理
整
備
に
つ
い
て
は
、

小
中
学
校
に
町
が
防
災
備
品

を
配
備
し
て
い
る
の
で
年
度

初
め
に
校
長
会
で
説
明
し
て

点
検
に
つ
い
て
は
夏
休
み
を

活
用
し
て
行
っ
て
い
る
。
町

の
防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
町
の
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
備
品
数
量
な
ど
の
見
直

し
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　（総
務
部
長
）   

　
　
災
害
発
生
時
は
各
避
難

所
の
安
全
を
確
認
後
23
ケ
所

の
避
難
所
の
管
理
運
営
が
開

設
さ
れ
る
が
各
避
難
所
の
備

え
は
万
全
か
。
ま
た
、
避
難

所
の
体
制
と
運
営
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
避
難
所

の
備
品
の
点
検
状
況
と
防
災

倉
庫
の
点
検
整
備
は
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。
大
津
町
防
災

訓
練
は
今
後
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

　
　

避
難
所
に
つ
い
て
は
、

一
般
避
難
所
23
ケ
所
福
祉
避

難
所
９
ケ
所
あ
り
開
設
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
運
営
す

る
。
一
方
防
災
関
係
備
蓄
品

に
つ
い
て
は
年
一
回
点
検
確

Q

A

A

避難所の備えは万全か
災害時は地域防災計画に基づき対応

大塚　益雄議員

Q

A

おおつか　 ますお

その他の質問
・通学路における安全確保について

Q

A

中間駅周辺開発の実現性を危惧
充分に実現可能、県も前向き

佐藤　真二議員

Q

A

さとう　　しんじ

その他の質問
・町のすがたの変化
・不登校対応施設の情報提供
・保護司の活動場所の提供

周辺開発が見込まれるエリア（佐藤推定）

内牧区畑地区のイノシシの被害

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              
一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告



　
　自
治
省
通
知
に
よ
り
、

認
可
地
縁
団
体
の
民
主
的
運

営
と
自
主
的
活
動
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
こ
と
が
市
町
村

に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
行
政
指
導
な
ど
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
難
し

い
分
野
で
も
あ
り
、
情
報
漏

洩
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
方
法
な
ど
を
説

明
す
る
議
員
提
案
の
「
手
引

き
」を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

町
内
す
べ
て
の
自
治
会
に
対

し
て
説
明
す
る
機
会
を
設
け

る
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

1617

表
　彰

Q

A

　
　
町
民
の
個
人
情
報
が

S
N
S
に
流
出
し
て
い
る
問

題
で
、
流
出
元
が
私
も
会
員

で
あ
る
自
治
会
で
あ
り
、
自

治
会
が
管
理
し
て
い
る
個
人

情
報
が
な
ぜ
流
出
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
自
治
会
長
は
会

員
か
ら
集
め
た
個
人
情
報
を

適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ

り
、
個
人
情
報
の
管
理
が
不

適
切
で
あ
っ
た
場
合
に
は
自

治
会
長
自
身
に
も
責
任
が
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
会
員
の

中
か
ら
も
、
個
人
情
報
を
記

載
し
た
現
況
届
や
災
害
時
要

支
援
者
名
簿
な
ど
を
自
治
会

に
提
供
す
る
の
は
怖
い
と
の

声
も
聞
く
。
町
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
町
の
責
任

は
な
い
の
か
。

個人情報保護の徹底を
個人情報の取り扱いは重要事項

山部　良二議員

Q

A

Q

A

やまべ　 りょうじ

その他の質問
・労働力確保について
・インクルーシブ教育について

Q

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
　
　
　
　
　定
例
会
総
括
　
　
　
　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　一
般
質
問
　
　
　
　
　追
跡
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

永田　和彦議員
ながた　  かずひこ

・
今
回
の
米
騒
動
で
国
は
備
蓄
米
調
整
せ
ず
エ
ン
ゲ
ル

係
数
を
大
き
く
し
可
処
分
所
得
を
減
少
さ
せ
た
。

・
北
部
工
業
団
地
が
進
ま
な
い
の
は
企
業
誘
致
に
よ
っ

て
農
地
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
農
業
担
い
手
に
不

利
な
条
件
し
か
提
示
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

・
各
企
業
に
は
経
営
理
念
が
存
在
し
、
共
生
や
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
の
繁
栄
を
企
業

と
共
に
構
築
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・「
切
り
取
り
」
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
不
足
す
る

労
働
者
は
、
職
種
別
就
職
者
割
合
統
計
デ
ー
タ
で
は

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
「
普
通
科
も
要

ら
な
い
」
発
言
も
で
た
。

・
誰
に
、
何
に
、
習
う
か
は
自
分
で
決
め
る
の
が
人
生

で
あ
る
。
常
に
変
化
す
る
時
代
を
偉
大
な
る
先
人
た

ち
は
切
り
開
い
て
き
た
。

論 

点
論 

点
※
 
録
画
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

企業誘致と農業生産基盤維持について
「一般事務職は要らない」知事発言について

Q　
　
大
津
町
で
は
公
園
へ
の

遊
具
設
置
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
を
提

供
し
て
い
る
。こ
れ
は
、子
ど

も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
や
友

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

の
に
非
常
に
有
効
だ
と
考
え

る
が
、
夏
の
時
期
に
関
し
て

は
園
児
や
小
学
生
さ
え
熱
中

症
を
警
戒
し
、
公
園
で
遊
ぶ

こ
と
自
体
を
遠
慮
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に

あ
る
。

　
こ
れ
で
は
、
友
達
同
士
が

会
う
機
会
も
減
り
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
深
ま
ら
ず
社
会
性
を
学
ぶ

機
会
の
損
失
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
町
の
発

展
も
佳
境
を
迎
え
て
い
る

が
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い

か
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
民
間
企
業
は
集
客
の
見

込
み
が
な
い
限
り
出
店
は
難

し
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
T
S
M
C
進
出
に
よ
っ

て
大
津
町
に
興
味
を
示
す
商

業
事
業
者
も
増
加
し
て
い

る
。今
後
は
大
型
商
業
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
単
体
で
も
出
店
条

件
な
ど
の
照
会
を
行
い
な
が

ら
、
誘
致
に
つ
な
げ
る
取
組

も
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

は
、
新
し
い
大
津
町
の
魅
力

向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　現
在
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
も
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
全
体
の

具
体
的
な
用
途
地
域
を
設
定

す
る
中
で
も
、
よ
り
効
果
的

に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

の
誘
致
を
行
う
こ
と
も
検
討

協
議
し
て
い
く
。

　大
津
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
化
の
波
の
中
に

あ
る
が
、
追
い
風
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
生
か
し
、
住
み

た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

A

町内の子どもたちの遊ぶ場所は
誘致につなげる取り組みを行なっていく

大村　裕一郎議員

Q

A

おおむら    ゆういちろう

　　　　　

返礼品の研究
多様化、魅力化

坂本　典光議員

会
、
戦
略
会
議
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

町
政
を
運
営
す
る
上
で
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
返
礼
品
の
多
様
化
、

魅
力
化
も
行
い
巻
き
返
し
を

は
か
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
地

方
育
ち
の
都
会
人
が
自
分
の

故
郷
に
納
税
し
て
経
済
的
な

支
援
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨

で
始
ま
っ
た
が
、
い
ま
で
は

返
礼
品
目
当
て
の
制
度
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
へ
の

寄
付
金
で
あ
り
経
費
を
引
い

た
残
り
は
そ
の
ま
ま
収
入
に

な
る
。

　
う
ま
く
や
れ
ば
学
校
の
一

つ
ぐ
ら
い
建
つ
。

　
と
り
あ
え
ず
担
当
課
は
人

気
の
あ
る
返
礼
品
の
研
究
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　大
津
町
へ
の
寄
付
額
は

令
和
元
年
度
は
１
千
８
百
万

円
だ
っ
た
が
返
礼
品
を
掲
載

す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増

や
す
な
ど
し
て
令
和
３
年
度

が
約
４
億
３
千
万
円
、
令
和

４
年
度
が
約
10
億
３
千
万
と

増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　し
か
し
令
和
５
年
度
は

６
億
３
千
万
円
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
寄
付
額
の
向
上
に

向
け
て
月
に
１
回
は
私
が
参

加
し
て
委
託
業
者
と
の
報
告

QA

さかもと　のりみつ

その他の質問
・お米の品評会
・障害者の苦難
・日本の常識と世界の常識

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

個人情報保護委員会ウェブサイトより

令和５年度ふるさと納税の寄付金額

1位

2位

3位

宮崎県都城市

北海道紋別市

大阪府泉佐野市

大津町

１９８億円

１９２億円

１１７億円

６億３０００万円

順位 自治体名 金　額



　
　自
治
省
通
知
に
よ
り
、

認
可
地
縁
団
体
の
民
主
的
運

営
と
自
主
的
活
動
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
こ
と
が
市
町
村

に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
行
政
指
導
な
ど
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
難
し

い
分
野
で
も
あ
り
、
情
報
漏

洩
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
方
法
な
ど
を
説

明
す
る
議
員
提
案
の
「
手
引

き
」を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

町
内
す
べ
て
の
自
治
会
に
対

し
て
説
明
す
る
機
会
を
設
け

る
。

　
　
　
　
　
　（町
長
）

1617

表
　彰

Q

A

　
　
町
民
の
個
人
情
報
が

S
N
S
に
流
出
し
て
い
る
問

題
で
、
流
出
元
が
私
も
会
員

で
あ
る
自
治
会
で
あ
り
、
自

治
会
が
管
理
し
て
い
る
個
人

情
報
が
な
ぜ
流
出
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
自
治
会
長
は
会

員
か
ら
集
め
た
個
人
情
報
を

適
切
に
管
理
す
る
義
務
が
あ

り
、
個
人
情
報
の
管
理
が
不

適
切
で
あ
っ
た
場
合
に
は
自

治
会
長
自
身
に
も
責
任
が
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
会
員
の

中
か
ら
も
、
個
人
情
報
を
記

載
し
た
現
況
届
や
災
害
時
要

支
援
者
名
簿
な
ど
を
自
治
会

に
提
供
す
る
の
は
怖
い
と
の

声
も
聞
く
。
町
民
の
不
安
を

払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
町
の
責
任

は
な
い
の
か
。

個人情報保護の徹底を
個人情報の取り扱いは重要事項

山部　良二議員

Q

A

Q

A

やまべ　 りょうじ

その他の質問
・労働力確保について
・インクルーシブ教育について

Q

開会、議案説明 本会議での
議案質疑

委員会付託、
審議  一般質問 委員長報告 委員長報告

への質疑 討論 採決議会の流れ

議
会
活
性
化
　
　
　
　
　定
例
会
総
括
　
　
　
　委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　一
般
質
問
　
　
　
　
　追
跡
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

永田　和彦議員
ながた　  かずひこ

・
今
回
の
米
騒
動
で
国
は
備
蓄
米
調
整
せ
ず
エ
ン
ゲ
ル

係
数
を
大
き
く
し
可
処
分
所
得
を
減
少
さ
せ
た
。

・
北
部
工
業
団
地
が
進
ま
な
い
の
は
企
業
誘
致
に
よ
っ

て
農
地
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
農
業
担
い
手
に
不

利
な
条
件
し
か
提
示
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

・
各
企
業
に
は
経
営
理
念
が
存
在
し
、
共
生
や
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
の
繁
栄
を
企
業

と
共
に
構
築
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・「
切
り
取
り
」
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
不
足
す
る

労
働
者
は
、
職
種
別
就
職
者
割
合
統
計
デ
ー
タ
で
は

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
「
普
通
科
も
要

ら
な
い
」
発
言
も
で
た
。

・
誰
に
、
何
に
、
習
う
か
は
自
分
で
決
め
る
の
が
人
生

で
あ
る
。
常
に
変
化
す
る
時
代
を
偉
大
な
る
先
人
た

ち
は
切
り
開
い
て
き
た
。

論 

点
論 

点
※
 
録
画
配
信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

企業誘致と農業生産基盤維持について
「一般事務職は要らない」知事発言について

Q　
　
大
津
町
で
は
公
園
へ
の

遊
具
設
置
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
を
提

供
し
て
い
る
。こ
れ
は
、子
ど

も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
や
友

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

の
に
非
常
に
有
効
だ
と
考
え

る
が
、
夏
の
時
期
に
関
し
て

は
園
児
や
小
学
生
さ
え
熱
中

症
を
警
戒
し
、
公
園
で
遊
ぶ

こ
と
自
体
を
遠
慮
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に

あ
る
。

　
こ
れ
で
は
、
友
達
同
士
が

会
う
機
会
も
減
り
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
深
ま
ら
ず
社
会
性
を
学
ぶ

機
会
の
損
失
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
。

　
そ
う
い
っ
た
中
、
町
の
発

展
も
佳
境
を
迎
え
て
い
る

が
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い

か
町
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
民
間
企
業
は
集
客
の
見

込
み
が
な
い
限
り
出
店
は
難

し
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
T
S
M
C
進
出
に
よ
っ

て
大
津
町
に
興
味
を
示
す
商

業
事
業
者
も
増
加
し
て
い

る
。今
後
は
大
型
商
業
施
設

だ
け
で
は
な
く
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
単
体
で
も
出
店
条

件
な
ど
の
照
会
を
行
い
な
が

ら
、
誘
致
に
つ
な
げ
る
取
組

も
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

　ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

は
、
新
し
い
大
津
町
の
魅
力

向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　現
在
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
も
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
全
体
の

具
体
的
な
用
途
地
域
を
設
定

す
る
中
で
も
、
よ
り
効
果
的

に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設

の
誘
致
を
行
う
こ
と
も
検
討

協
議
し
て
い
く
。

　大
津
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
変
化
の
波
の
中
に

あ
る
が
、
追
い
風
の
部
分
を

し
っ
か
り
と
生
か
し
、
住
み

た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

A

町内の子どもたちの遊ぶ場所は
誘致につなげる取り組みを行なっていく

大村　裕一郎議員

Q

A

おおむら    ゆういちろう

　　　　　

返礼品の研究
多様化、魅力化

坂本　典光議員

会
、
戦
略
会
議
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は

町
政
を
運
営
す
る
上
で
貴
重

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
返
礼
品
の
多
様
化
、

魅
力
化
も
行
い
巻
き
返
し
を

は
か
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
地

方
育
ち
の
都
会
人
が
自
分
の

故
郷
に
納
税
し
て
経
済
的
な

支
援
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨

で
始
ま
っ
た
が
、
い
ま
で
は

返
礼
品
目
当
て
の
制
度
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
町
へ
の

寄
付
金
で
あ
り
経
費
を
引
い

た
残
り
は
そ
の
ま
ま
収
入
に

な
る
。

　
う
ま
く
や
れ
ば
学
校
の
一

つ
ぐ
ら
い
建
つ
。

　
と
り
あ
え
ず
担
当
課
は
人

気
の
あ
る
返
礼
品
の
研
究
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　大
津
町
へ
の
寄
付
額
は

令
和
元
年
度
は
１
千
８
百
万

円
だ
っ
た
が
返
礼
品
を
掲
載

す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増

や
す
な
ど
し
て
令
和
３
年
度

が
約
４
億
３
千
万
円
、
令
和

４
年
度
が
約
10
億
３
千
万
と

増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　し
か
し
令
和
５
年
度
は

６
億
３
千
万
円
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
寄
付
額
の
向
上
に

向
け
て
月
に
１
回
は
私
が
参

加
し
て
委
託
業
者
と
の
報
告

QA

さかもと　のりみつ

その他の質問
・お米の品評会
・障害者の苦難
・日本の常識と世界の常識

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              

一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会     

翔
陽
高
校
意
見
交
換
会 

    

定
例
会
総
括 

      

委
員
会
レ
ポ
ー
ト              
一
般
質
問                

行
政
視
察
報
告

個人情報保護委員会ウェブサイトより

令和５年度ふるさと納税の寄付金額

1位

2位

3位

宮崎県都城市

北海道紋別市

大阪府泉佐野市

大津町

１９８億円

１９２億円

１１７億円

６億３０００万円

順位 自治体名 金　額
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総務委員会
視察レポート

　
総
務
委
員
会
は
8
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
神
奈

川
県
秦
野
市
・
埼
玉
県
北
本
市
・
茨
城
県
取
手
市
・
千

葉
県
鴨
川
市
の
４
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
秦
野
市
で
は
約
7
億
５
千
万
ト
ン
を
涵
養
し
て
い
る

地
下
水
保
全
と
過
去
の
水
質
汚
染
の
行
政
対
応
を
伺
う

と
と
も
に
復
興
し
た
水
源
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
本
市
で
は
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
経
緯
に
つ

い
て
議
会
お
よ
び
行
政
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
広
聴
広
報
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
北
本

子
ど
も
会
議
」
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
取
手
市
で
は
採
算
性
が
あ
わ
な
い
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
新
た
な
公
共
交
通
の
模
索
状

況
を
視
察
。
鴨

川
市
で
は
議
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
制
定

の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察

を
通
じ
町
に
取

り
入
れ
る
に
相

応
し
い
点
を
見

出
し
委
員
会
か

ら
の
提
案
に
つ

な
げ
て
参
り
ま

す
。

経済建設委員会
視察レポート

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
は
８
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
宮
城

県
名
取
市
、宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
名
取
市
に
お
い
て
は
仙
台
空
港
線（
ア
ク
セ
ス
鉄
道
）を
起
点
に

社
せ
き
の
し
た
地
区
と
美
田
園
地
区
で
、
地
域
ご
と
の
発
展
の
状

況
と
そ
の
手
法
を
視
察
し
ま
し
た
。イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
増
設
や
宅

地
開
発
、商
業
施
設
開
発
な
ど
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、臨
空
タ
ウ
ン
に
関
し
て
は
、根
底
に
県
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
あ
り
、
名
取
市
は
そ
れ
に
準
ず
る
政
策
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
和
町
に
関
し
て
は
、
工
業
団
地
整
備
を
大
規
模
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
町
中
心
部
を
若
干
離
れ
た
緩
や
か
な
山
間
地
域
の
開
発
で
、
農

業
地
域
の
外
側
と
い
う
幹
線
道
路
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
勢

的
に
も
開
発
が
容
易
な
地
域
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
は
道
路
の
重

要
性
を
早
い
時
期

か
ら
認
識
さ
れ
、

結
果
と
し
て
時
代

の
波
に
乗
る
形
に

成
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。企
業
も

広
大
な
用
地
を
必

要
と
す
る
場
合
、

問
い
合
わ
せ
る
の

は
県
と
思
わ
れ
、

こ
こ
も
宮
城
県
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

出
産・子
育
て

応
援
交
付
金

1.地下水保全対策の状況（神奈川県秦野市）
2.子どもの権利条例の制定（埼玉県北本市）
3.新たな公共交通の課題（茨城県取手市）
4.議会ハラスメント防止条例の制定（千葉県鴨川市）

1.なとり臨空タウン構想について
2.半導体企業誘致におけるインフラ整備

視察テーマ

視察テーマ広報編集委員会
オンライン
研修レポート

　
広
報
委
員
会
は
8
月
19
日
に
奈
良
県
王
子
町
、
8
月
20
日
に
鳥

取
県
大
山
町
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

王
子
町
は
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
10
位
、
大
山
町
も

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
位
受
賞
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
王
子
町
は
見
時
の
見
せ
方
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
さ
れ
、
編
集

方
針
を
町
民
の
参
加
と
し
、
報
告
書
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
関

心
の
高
い
案
件
に
優
先
順
位
を
つ
け
情
報
を
整
理
し
議
会
と
町
民

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
手
に
取
っ

て
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
大
山
町
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
い
分
け
ス
ム
ー
ズ
な
編
集
作

業
を
行
い
、
編
集
方
針
を
読
み
や
す
い
広
報
誌
、
時
代
の
潮
流
に

沿
っ
た
広
報
誌
と
し
住
民
の
声
を
積
極
的
に
掲
載
し
読
者
の
興
味

を
引
く
見
出
し
を
つ

け
る
な
ど
の
工
夫
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
全
町
民
で
は

な
く
絞
り
込
ん
で
い

た
点
、
読
ん
で
も
ら

わ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
と
い
う
考
え
の
も

と
編
集
さ
れ
て
い
た

点
、
広
報
誌
に
書
く

こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
住
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
点
な
ど
、

参
考
に
な
る
点
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

１．奈良県王子町　議会広報編集委員会　
２．鳥取県大山町　広報常任委員会

研修テーマ

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
７
月
29
日
か
ら
30
日
に
佐
賀
県
基
山

町
、
福
岡
県
久
留
米
市
、
長
崎
県
長
与
町
の
3
か
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
基
山
町
で
は
、
町
立
の
基
山
保
育
園
と
子
育
て

交
流
広
場
を
併
設
し
た
「
基
山
っ
子
み
ら
い
館
」
を
訪
問

し
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
の
概
要
と
運
営
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
施
設
を
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
久
留
米
市
で
は
、
P
F
I
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
「
久
留
米
市
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」
を
訪
問
し
セ

ン
タ
ー
の
整
備
と
運
営
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。

 

長
与
町
で
は
、
長
与
町
教
育
委
員
会
よ
り
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行

い
、
長
与
町
の
先

進
し
た
取
組
を
学

び
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察

は
、
本
町
が
今
後

取
組
ん
で
い
く
事

業
で
あ
る
た
め
、

大
変
有
意
義
な
行

政
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
基

山
町
と
久
留
米
市

に
お
い
て
は
所
管

課
の
職
員
も
同
席

し
、
議
会
だ
け
で

は
な
く
町
執
行
部

も
共
通
の
課
題
を

認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

1. 子育て支援施設の整備（佐賀県基山町）
2. PFI事業による給食センター整備（福岡県久留米市）
3. 部活動の地域移行（長崎県長与町）
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総務委員会
視察レポート

　
総
務
委
員
会
は
8
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
神
奈

川
県
秦
野
市
・
埼
玉
県
北
本
市
・
茨
城
県
取
手
市
・
千

葉
県
鴨
川
市
の
４
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
秦
野
市
で
は
約
7
億
５
千
万
ト
ン
を
涵
養
し
て
い
る

地
下
水
保
全
と
過
去
の
水
質
汚
染
の
行
政
対
応
を
伺
う

と
と
も
に
復
興
し
た
水
源
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
本
市
で
は
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
経
緯
に
つ

い
て
議
会
お
よ
び
行
政
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
広
聴
広
報
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
北
本

子
ど
も
会
議
」
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

　
茨
城
県
取
手
市
で
は
採
算
性
が
あ
わ
な
い
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
新
た
な
公
共
交
通
の
模
索
状

況
を
視
察
。
鴨

川
市
で
は
議
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
制
定

の
経
緯
に
つ
い

て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察

を
通
じ
町
に
取

り
入
れ
る
に
相

応
し
い
点
を
見

出
し
委
員
会
か

ら
の
提
案
に
つ

な
げ
て
参
り
ま

す
。

経済建設委員会
視察レポート

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会
は
８
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
宮
城

県
名
取
市
、宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
名
取
市
に
お
い
て
は
仙
台
空
港
線（
ア
ク
セ
ス
鉄
道
）を
起
点
に

社
せ
き
の
し
た
地
区
と
美
田
園
地
区
で
、
地
域
ご
と
の
発
展
の
状

況
と
そ
の
手
法
を
視
察
し
ま
し
た
。イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
増
設
や
宅

地
開
発
、商
業
施
設
開
発
な
ど
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、臨
空
タ
ウ
ン
に
関
し
て
は
、根
底
に
県
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
が
あ
り
、
名
取
市
は
そ
れ
に
準
ず
る
政
策
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
和
町
に
関
し
て
は
、
工
業
団
地
整
備
を
大
規
模
に
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
町
中
心
部
を
若
干
離
れ
た
緩
や
か
な
山
間
地
域
の
開
発
で
、
農

業
地
域
の
外
側
と
い
う
幹
線
道
路
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
地
勢

的
に
も
開
発
が
容
易
な
地
域
と
感
じ
ま
し
た
。

　
町
は
道
路
の
重

要
性
を
早
い
時
期

か
ら
認
識
さ
れ
、

結
果
と
し
て
時
代

の
波
に
乗
る
形
に

成
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。企
業
も

広
大
な
用
地
を
必

要
と
す
る
場
合
、

問
い
合
わ
せ
る
の

は
県
と
思
わ
れ
、

こ
こ
も
宮
城
県
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

出
産・子
育
て

応
援
交
付
金

1.地下水保全対策の状況（神奈川県秦野市）
2.子どもの権利条例の制定（埼玉県北本市）
3.新たな公共交通の課題（茨城県取手市）
4.議会ハラスメント防止条例の制定（千葉県鴨川市）

1.なとり臨空タウン構想について
2.半導体企業誘致におけるインフラ整備

視察テーマ

視察テーマ広報編集委員会
オンライン
研修レポート

　
広
報
委
員
会
は
8
月
19
日
に
奈
良
県
王
子
町
、
8
月
20
日
に
鳥

取
県
大
山
町
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

王
子
町
は
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
10
位
、
大
山
町
も

同
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
位
受
賞
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
王
子
町
は
見
時
の
見
せ
方
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
さ
れ
、
編
集

方
針
を
町
民
の
参
加
と
し
、
報
告
書
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
関

心
の
高
い
案
件
に
優
先
順
位
を
つ
け
情
報
を
整
理
し
議
会
と
町
民

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
手
に
取
っ

て
読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
だ
よ
り
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
大
山
町
は
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
い
分
け
ス
ム
ー
ズ
な
編
集
作

業
を
行
い
、
編
集
方
針
を
読
み
や
す
い
広
報
誌
、
時
代
の
潮
流
に

沿
っ
た
広
報
誌
と
し
住
民
の
声
を
積
極
的
に
掲
載
し
読
者
の
興
味

を
引
く
見
出
し
を
つ

け
る
な
ど
の
工
夫
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
全
町
民
で
は

な
く
絞
り
込
ん
で
い

た
点
、
読
ん
で
も
ら

わ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
と
い
う
考
え
の
も

と
編
集
さ
れ
て
い
た

点
、
広
報
誌
に
書
く

こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
住
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
点
な
ど
、

参
考
に
な
る
点
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

１．奈良県王子町　議会広報編集委員会　
２．鳥取県大山町　広報常任委員会

研修テーマ

　
文
教
厚
生
委
員
会
は
７
月
29
日
か
ら
30
日
に
佐
賀
県
基
山

町
、
福
岡
県
久
留
米
市
、
長
崎
県
長
与
町
の
3
か
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
基
山
町
で
は
、
町
立
の
基
山
保
育
園
と
子
育
て

交
流
広
場
を
併
設
し
た
「
基
山
っ
子
み
ら
い
館
」
を
訪
問

し
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
の
概
要
と
運
営
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
施
設
を
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
久
留
米
市
で
は
、
P
F
I
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
「
久
留
米
市
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
」
を
訪
問
し
セ

ン
タ
ー
の
整
備
と
運
営
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
施
設
を
見

学
し
ま
し
た
。
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て
説
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を
受
け
、
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見
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換
を
行

い
、
長
与
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の
先

進
し
た
取
組
を
学
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ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察

は
、
本
町
が
今
後

取
組
ん
で
い
く
事

業
で
あ
る
た
め
、

大
変
有
意
義
な
行

政
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
基

山
町
と
久
留
米
市

に
お
い
て
は
所
管

課
の
職
員
も
同
席

し
、
議
会
だ
け
で

は
な
く
町
執
行
部

も
共
通
の
課
題
を

認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

1. 子育て支援施設の整備（佐賀県基山町）
2. PFI事業による給食センター整備（福岡県久留米市）
3. 部活動の地域移行（長崎県長与町）
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今月の定例会は

９月

3月

6月

12月

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め

再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。大津中学校・大津北中学校 吹奏楽部

合 同 練 習

令和6年11月1日　第109号　発行／熊本県菊池郡大津町議会
編集／議会広報編集特別委員会　印刷／株式会社キャップ
〒869-1292　熊本県菊池郡大津町大津1233   ☎（096）293-8989

議会広報編集特別委員会

編 集 後 記
次回定例会は

12月4日(水)開催予定
（日 程 は変 更になる場 合 が あります）

議 会 を 　 　 の 生 の 声観 て
9月定例会の傍聴者数のべ72人、ライブ配信再生回数859回  録画配信再生回数195回(10/17時点)  

編　　   集：(委員長）三宮 美香/（副委員長）豊瀨 和久
 　 （委　員）時松 智弘/田代 元気/大村 裕一郎
発行責任者：(議　長）桐原 則雄

日程　12月4日（水）～13日（金）（予定）
会場　庁舎　４階　議場

▼１０月にはジュニアリーダー夢議会も開催され、子ど
もたちの具体的で実用的な内容の提案を多数されて
おりました。▼次代を担う子どもたちが議会形式で
様々な質問や意見をされ政治を身近に感じていただ
けたのではないかと思います。▼残すところ今期の議
会だよりの作成も今回合わせて二回となりました。議
会自体はもちろんのこと議会だよりの編集も編集委員
一同全力で取り組んでいきたいと思います。
                                                  （大村　裕一郎）

継続して審議されていくことに期待したい
　今回、大津町のインクルーシブ教育の現状を一保護者として知りたいと思い
傍聴しました。
　議員からは、障がい児を分離する教育について、国連から勧告が出た資料
を提示され、町内の学校での実例や町民の声を受けとめた質問が、町長や教
育長に出されました。
　又、別の議員からも支援学級の子どもが「特別扱い」と思われていないか
等の質問も出され、それらの答弁にあった大津町のインクルーシブ教育が、
共生社会の形成につながるのか、私も考えていきたいと思いました。
　大津町の障がい者基本計画の基本理念についての確認もあり「今後どのよ
うな方法があるかを協議していく。」と答弁されていたので、このことが継続
して審議されていくことに期待しています。

東　絵美さん
（杉水）

ひがし　　え　み

　令和６年１０月３日（木）茨城県鉾田市議会の皆さまが、「議会だより」についての行政視察にお越
しいただきました。
　はじめに大津町議会だよりの概要や企画・構成・特集記事の取り組み等について説明したあと、記

事構成や紙面づくりの注意点などについて活
発な意見交換を行いました。
　今回も貴重なご意見があり、私たちとして
も大変多くの学びがありました。
　こうした学びを生かしながら、より一層、読
みやすく、手に取っていただける「議会だより」
の編集に努めてまいります。

茨城県鉾田市議会から行政視察に
ほ こ　　 た


